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最近よく耳にする 

モバイルフレンドリーって？



4月21日より 
Google検索の 
モバイルアルゴリズムが 
変更に

スマートフォン利用に最適化されたサイトが 
“モバイルでの”検索結果で優先されやすくなった



スマートフォン利用に最適化されたサイトが 

“モバイルでの”検索結果で優先されやすくなった

最適化されたサイト



最適化されたサイト

どういうサイトのこと？

どうやって判断するの？



Googleの定める 
「スマホ対応」 
基準を満たしている



例えば…

・コンテンツとして利用できるか 
・文字は読みやすいのか 
・モバイル表示を想定されているか

スマホ向けサイトが用意されている
レスポンシブデザインになっている



最適化されたサイト

どういうサイトのこと？

どうやって判断するの？



・モバイルフレンドリーテスト

・ウェブマスターツール 
　「モバイルユーザビリティレポート」

→URLを入力でチェック

→Googleアカウントで簡単導入



実際にやってみました



知多信用金庫 (レスポンシブ対応）



セーーーフ
!

基準をクリアしていると、 
検索結果に「スマホ対応」の 
ラベルが表示されます。



モバイルフレンドリーはサイト全体ではなく 
ページごとに評価が異なります。

つまり…
→トップページやランディングページなど順位の 
　落とせないページを優先して対処する

ただし！

慌ててサイト全体を一気に対応しなくてもいい



Googleの 
ウェブクロール用ロボット

Javascript、CSS、 
画像のファイルを 
ブロックしている
→ウェブマスターツールを 
　使って、対処することが 
　できる



スマートフォン利用に最適化されたサイトが 

“モバイルでの”検索結果で優先されやすくなった

“モバイルでの”検索結果



PCやタブレット検索では影響されません！

・スマホからのアクセスが多いサイト 
・スマホからのアクセスを増やしたい

“モバイルでの”検索結果

クライアント 対応を考えましょう！



まとめ



Googleの定める「最適化されたサイト」を 
意識する

サイト制作時、

【参考書】 
これからの「標準」を学ぶ 
マルチデバイス対応サイト構築 
2015/4/23　発売



・モバイルフレンドリーテストを行い、 
 優先度の高いページから対応をする

・慌てないで優先順位を考える

・日頃からアクセス解析を見て、今後の動きを 
　チェックする

・将来的にはサイト全体を「スマホ対応」にする


